（　様　式　１０－２　）

令和　年　月　日
指導教員による証明書

論文題目　：
共著者氏名：
掲載雑誌名：（巻、頁～頁、発行年）（もしくは、巻、頁～頁、掲載予定年）

１.　当該研究遂行および学位論文作成において、筆頭著者が複数名となる必要性について（記載例）※提出時要削除
本研究は[研究分野、例: 医学系共同研究]において、学際的・多施設連携により実施されたものであり、以下の理由により筆頭著者を複数名とする必要がある。論文著者欄にequal contribution明記済み。
理由1: 　申請者と共同筆頭著者（[共同筆頭著者氏名]）が実験設計・実施・データ解析・論文執筆の各段階で同等の貢献（equal contribution）を行った。具体的には研究企画・実験遂行を申請者が主導し、データ解析・統計モデル構築を共同筆頭著者が担当。両者の貢献が同等で甲乙つけがたく、単独筆頭では不適切である。
理由2: 　研究の複雑性（大規模コホート解析、多施設データ統合）により、単独筆頭著者では貢献の偏りを避けられず、equal authorshipが適切である。具体的には動物実験・in vitro解析をAが、臨床サンプル解析・メカニズム解明をBが実施。論文の核心部分を両者で等しく担い、貢献度は相対的に同等である。

研究企画・実験遂行を申請者（A）が主導し、データ解析・統計モデル構築を共同筆頭著者（B）が担当。両者の貢献が同等で甲乙つけがたく、単独筆頭では不適切であるため。 [[PIPE]][[PIPE]][[PIPE]] https://www.hyo-med.ac.jp/files/20230901/3f5430de6472fc0382c4d00dc80db7185684041c.pdf [[PIPE]]>。


２.　当該研究における申請者の主体性について（記載例）※提出時要削除
申請者（[申請者氏名]）は本研究の主導的役割を果たし、以下の点で主体性を発揮した。
主体性1: 例 研究構想・仮説立案の主担当。
主体性2: 例 主要実験の実施・データ収集の80%以上を単独実行。
主体性3: 例 論文ドラフト作成・改訂の主筆者。総貢献度は筆頭著者として最大である。
   共同筆頭著者は補助的役割に留まり、申請者の指導のもと参加した。
研究企画・実験遂行を申請者（A）が主導し、データ解析・統計モデル構築を共同筆頭著者（B）が担当。両者の貢献が同等で甲乙つけがたく、単独筆頭では不適切であるため。 

上記のとおり、複数の筆頭著者とする必要性および申請者の主体性を証明する。
　　　
主指導教員（自署）　　　　　　　　　　　　
